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一
）

　
　
　
江
戸
中
期
上
方
歌
舞
伎
の
囃
子
名
目
と
そ
の
用
法 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
『
歌
舞
伎
台
帳
集
成
』
お
よ
び
劇
書
を
手
が
か
り
に
―

前
　
島
　
美
　
保

は
じ
め
に

幕
末
上
方
の
狂
言
作
者
で
考
証
家
と
し
て
も
知
ら
れ
た
西
沢
一
鳳

（
一
八
〇
二
～
一
八
五
三
）
は
、『
皇
都
午
睡
』「
戯
場
の
方
言１

」
の
中
で
「
囃

子
鳴
物
等
京
摂
と
呼
ご
へ
違
ふ
事
数
多
有
と
い
へ
ど
も
今
迄
訓
蒙
図
会
等
に
委

し
け
れ
ば
爰
に
略
す
」
と
述
べ
、
江
戸
と
上
方
の
歌
舞
伎
囃
子
や
鳴
物
の
名
称

の
違
い
を
指
摘
し
た
。
江
戸
時
代
に
も
土
地
そ
れ
ぞ
れ
に
歌
舞
伎
音
楽
演
出
の

違
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
こ
の
研
究
分
野
に
お
い
て
先
駆
的
な
研
究

業
績
を
残
す
景
山
正
隆
は
『
歌
舞
伎
音
楽
の
研
究
―
国
文
学
の
視
点
―
』
の
中

で
「
歌
舞
伎
囃
子
の
地
域
様
式
」（
江
戸
と
上
方
／
上
方
の
歌
舞
伎
囃
子
／
中
井

猪
三
郎
の
キ
ッ
カ
ケ
帳
）、「
歌
舞
伎
囃
子
の
研
究
資
料
」（
歌
舞
伎
囃
子
の
研
究
資

料
／
囃
子
研
究
資
料
と
し
て
の
附
帳
／
囃
子
方
の
覚
え
書
／
劇
書
の
囃
子
名
目
／
囃

子
研
究
資
料
と
し
て
の
台
帳
ト
書
）
な
ど
を
著
し2

、
劇
書
の
囃
子
名
目
は
「
今
後

さ
ら
に
一
つ
ひ
と
つ
の
名
目
に
つ
い
て
、
よ
り
精
細
に
検
討
が
加
え
ら
れ
て
然

る
べ
き
」（
同
書
、
三
九
三
頁
）
と
述
べ
、
他
方
、
様
々
な
限
界
を
指
摘
し
な

が
ら
も
「
ト
書
・
舞
台
書
に
見
ら
れ
る
囃
子
の
指
示
は
、
そ
の
台
帳
が
書
か
れ
、

そ
の
台
帳
に
基
づ
い
て
上
演
さ
れ
た
時
代
の
、
歌
舞
伎
の
音
楽
演
出
の
様
相
を

窺
う
上
に
、
有
力
な
資
料
」（
同
書
、
四
二
八
頁
）
と
も
言
っ
て
い
る
よ
う
に
、

劇
書
や
台
帳
の
吟
味
か
ら
当
時
の
音
楽
演
出
を
考
察
す
る
可
能
性
や
必
要
性
を

強
調
し
た
。
こ
こ
で
は
景
山
氏
の
言
に
導
か
れ
な
が
ら
、
今
一
度
最
初
期
の
史

料
群
か
ら
江
戸
期
上
方
歌
舞
伎
の
音
楽
演
出
の
生
成
や
変
遷
を
説
き
起
こ
し
て

み
た
い
。
そ
う
し
た
過
程
を
経
て
、
上
方
の
歌
舞
伎
音
楽
演
出
史
と
い
う
も
の

が
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

依
拠
す
る
史
料
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
江
戸
中
期
の
上
方
に
つ
い
て
は
絵
入

狂
言
本
・
役
者
評
判
記
・
台
帳
・
劇
書
・
附
帳
の
五
つ
の
史
料
が
想
起
さ
れ
る
。

こ
の
中
か
ら
「
演
出
演
技
を
考
え
る
上
に
お
い
て
、
殆
ん
ど
唯
一
と
も
い
え
る
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資
料
」（
土
田
衞３

）
と
さ
れ
る
台
帳
と
、「
い
わ
ば
同
時
代
の
概
説
書
、
研
究
書
」

（
権
藤
芳
一４

）
で
あ
る
劇
書
と
い
う
二
つ
の
史
料
群
を
用
い
る
。
台
帳
（
台
本
）

は
狂
言
作
者
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
上
演
用
の
脚
本
で
、
役
者
の
台
詞
だ
け
で
な

く
、
ト
書
で
役
者
の
動
作
や
大
道
具
、
小
道
具
、
衣
裳
、
そ
し
て
音
楽
演
出
が

指
定
さ
れ
て
お
り
、
上
演
に
必
要
な
情
報
の
一
切
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ

こ
か
ら
は
簡
略
な
が
ら
狂
言
作
者
の
構
想
に
よ
る
音
楽
演
出
を
読
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
今
回
使
用
す
る
『
歌
舞
伎
台
帳
集
成
』
に
は
現
存
台
帳
の
最
初
期

の
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
か
ら
安
永
九
年
（
一
七
八
一
）
に
か
け
て
一
三
二

作
品
が
翻
刻
収
載
さ
れ
て
お
り
、
上
方
の
も
の
は
一
二
一
作
品
に
及
ぶ５

。
こ
こ

か
ら
作
品
ご
と
に
音
楽
演
出
を
洗
い
出
し
検
討
す
る６

。
一
方
、
当
該
期
前
後
に

上
方
で
板
行
さ
れ
た
劇
書
で
音
楽
演
出
に
言
及
が
あ
る
も
の
に
は
、
以
下
が
知

ら
れ
る
。

『
新
撰
古
今
役
者
大
全
』（
寛
延
三
年
三
月
刊
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
本
）

『
歌
舞
妓
事
始
』（
宝
暦
十
二
年
正
月
刊
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
本
）

『�

役
者
時
習
講
』（
寛
政
七
年
三
月
刊
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
霞
亭
文
庫
本
。
別

名
『
劇
場
一
覧
』。
寛
政
十
二
年
八
月
刊
『
増
補
劇
場
一
覧
』
は
同
書
の
増
補
版
）

『
戯
場
楽
屋
図
会
』（
寛
政
十
二
年
刊
、
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
本
）

『
戯
場
楽
屋
図
会
拾
遺
』（
享
和
二
年
刊
、
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
本
）

こ
れ
ら
に
は
囃
子
名
目
が
掲
載
さ
れ
る
ほ
か
、
楽
屋
の
囃
子
方
、
稽
古
の
様

子
を
図
版
で
載
せ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
劇
書
の
囃
子
名
目
と
台
帳
か
ら
抽

出
し
た
音
楽
演
出
を
適
宜
照
合
さ
せ
な
が
ら
、
用
例
を
一
つ
一
つ
検
討
し
て

み
た
い
。
な
お
台
帳
で
の
囃
子
名
目
の
定
着
具
合
を
は
か
る
際
、
宝
暦
前
後

（
一
七
五
〇
年
前
後
）
を
画
期
と
み
な
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
上
方
の
狂

言
作
者
の
第
一
人
者
と
知
ら
れ
る
並
木
正
三
（
一
七
三
〇
～
一
七
七
三
）、
奈

河
亀
輔
（
不
詳
）、
並
木
五
瓶
（
一
七
四
七
～
一
八
〇
八
）
が
宝
暦
以
降
活
躍

す
る
こ
と
、
主
要
囃
子
方
の
世
代
交
代
の
時
期
と
も
重
な
る
こ
と７

、
等
に
よ
る
。

一　

台
帳
に
み
る
囃
子
名
目
一
覧
（
未
定
稿
）

ま
ず
、『
歌
舞
伎
台
帳
集
成
』
に
収
載
さ
れ
た
上
方
の
一
二
一
作
品
つ
い
て
、

囃
子
名
目
を
抽
出
し
、
唄
、
合
方
、
鳴
物
、
そ
の
他
の
順
に
列
挙
し
て
概
観
す

る
（
楽
器
、
音
具
等
も
含
め
る
。
表
記
違
い
等
は
基
本
的
に
記
さ
な
い
。「
」

は
筆
者
に
よ
る
）。
宝
暦
以
後
に
初
出
す
る
も
の
は
ゴ
シ
ッ
ク
体
で
記
す
。

唄
…
…
小
歌　

長
歌
（
面
白
き
長
歌
、
は
な
や
か
な
る
長
歌
、
小
む
ら
さ
き
ぐ

ら
い
の
長
歌
）　

騒
ぎ
歌
（
騒
ぎ
）　

踊
り
歌　

在
郷
歌　

琴
歌　

ぬ
め
り

歌
（
ぬ
め
り
、
騒
ぎ
ぬ
め
り
、
に
ぎ
や
か
成
ル
滑
（
ぬ
め
り
）
歌
）　

め

り
や
す
（
め
り
や
す
歌
、
琴
の
め
り
や
す
、
面
白
き
め
り
や
す
、「
羽
衣
」

の
め
り
や
す
、「
浪
花
獅
子
」
の
め
り
や
す
、
一
献
じ
や
の
め
り
や
す
、

シ
ン
ト
し
た
め
り
や
す
歌
、
笙
篳
篥
（
せ
う
し
ち
り
き
）
計
の
め
り
や
す
、

お
勤
の
木
魚
の
音
を
め
り
や
す
に
す
る
、
歌
め
り
や
す
、
唐
の
め
り
や

す
、
お
も
し
ろ
き
胡
弓
入
の
め
り
や
す
、
床
の
め
り
や
す
、
そ
の
べ
の
助

め
り
や
す
、
髪
梳
の
め
り
や
す
、
胡
弓
入
の
し
つ
ぽ
り
と
し
た
め
り
や
す
）　

手
鞠
歌
（
賑
や
か
成
手
鞠
歌
）　

船
歌　

三
下
り
の
歌　

伊
達
な
歌　

面

白
き
歌　
（
面
白
き
）
静
か
な
る
歌　
（
胡
弓
入
り
）　

や
わ
ら
か
な
歌
（
琴
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舞
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囃
子
名
目
と
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法

の
入
リ
し
和
ら
か
成
歌
）　

し
め
や
か
な
歌　

し
つ
ぽ
り
と
し
た
歌
花
や

か
成
ル
太
鼓
入
の
歌　

髪
梳
の
歌
（
髪
梳
き
の
様
成
歌
）
賑
は
し
き
早
め

な
歌　

黒
舟
の
歌　

鼓
入
の
面
白
き
歌　

謡（
諷
）・
切
謡（「
善
知
鳥
」、「
善

界
」、「
善
界
」
の
ク
セ
、「
鉄
輪
」、「
三
井
寺
」、「
邯
鄲
」、「
小
塩
」、「
羽
衣
」、

「
高
砂
」、「
加
茂
」、「
老
松
」、「
松
風
」、「
猩
々
」
の
切
、「
紅
葉
狩
」、「
三
輪
」、

「
海
士
」）　

太
鼓
謡　

目
出
度
謡　

目
出
度
太
鼓
諷　
「
翠
帳
紅
閨
に
枕
並

べ
し
妹
背
も　

い
つ
の
間
に
か
わ
隔
つ
ら
ん
」
ト
い
ふ
謡
（
江
口
）　
「
千

秋
楽
」
の
謡
（
高
砂
）　
「
夕
闇
の
夜
風
は
げ
し
き
松
の
影
」
の
謡
（
熊
坂
）　

「
四
海
浪
」
の
謡
（
高
砂
）　

大
小
謡
「
忘
れ
た
り
秋
の
夜
の　

長
物
語
よ

し
な
や
先
い
ざ
や
汐
を
汲
ま
ん
と
て
」（
融
）　
「
狂
は
す
る
心
も
我
が
心

か
ら
」
の
謡　
「
夕
闇
の
夜
風
激
し
き
」
と
此
謡
（
熊
坂
）　

謡
「
そ
れ
若

作
障
碍
即
有
一
仏
魔
境
と
説
け
り
」（
是
界
）　
「
立
木
も
知
ら
ぬ
深
山
に

の
謡　

謡
「
さ
る
程
に　

今
ぞ
和
布
苅
の
時
至
り
」　

上
る
り　

国
太
夫

節　

江
戸
節　

駒
太
夫
節　

半
太
夫　

せ
つ
き
や
う　

文
弥
節　

小
室
節　

投
げ
節　

一
中
（
仲
）
節　

景
事　

道
行　

流
行
歌　

万
才
歌　

順
礼
歌　

念
仏
（
責
念
仏
）　

木
遣
り
歌
（
木
遣
音
頭
）　

身
替
り
音
頭
の
歌　

馬
士

歌　

酒
屋
歌　
「
相
の
山
」　
「
十
三
鐘
の
歌
」　
「
二
八
十
六
の
歌
」　
「
と

け
つ
の
歌
」「
歌　

恋
ぞ
積
も
り
て
淵
と
成
」　
「
今
日
と
暮
ら
せ
し
飛
鳥

川
の
」
の
歌　
「
露
の
蝶
」　
「
袖
香
炉
」
の
歌　
「
縁
り
の
歌
」　

括
り
猿

の
歌　

歌
「
先
づ
木
の
下
に
立
寄
り
て
」　
「
放
下
僧
」
の
歌　
「
妹
背
川
」

の
歌　
「
木
津
川
」
の
歌　
「
獅
子
団
乱
旋
の
舞
楽
の
砌
」
の
歌　

八
郎
兵

衛
の
歌　
「
難
波
獅
子
」
の
尺
八
入　
「
安
芸
の
宮
島
」
の
歌　
「
山
姥
」

の
歌　
「
げ
に
や　

一
河
の
流
れ
を
汲
む
酒
も
」
ト
い
ふ
歌　
「
面
白
や
三

保
の
津
の
浪
」
と
い
ふ
歌　
「
猶
幾
久
し
有
明
の
月
」
の
歌　

船
歌
「
扨

も
目
出
た
や
ナ　

若
松
様
は
」　

二
の
替
り
歌　
「
故
も
な
き
罪
は
高
野
ゝ

か
ゞ
み
石
」　
「
行
末
は
誰
が
せ
き
と
め
ん
の
紅
の
花
」
の
歌　

補
陀
落
や

の
詠
歌　
「
三
国
一
」　

鼓
歌
（「
数
な
ら
ぬ
身
の
恥
か
し
や
」）

合
方
…
合
方
（
相
方
）　

琴
の
合
方　

立
の
合
方　

激
し
き
合
方　

鼓
の
合
方　

舞
楽
の
合
方　

見
世
物
の
合
方　

三
弦
の
合
方　

行
列
の
合
方
（
行
列
三

弦
）　

鳥
追
い
の
合
方　

雲
気
の
合
方　

歌
合
方（
相
方
歌
）　

相
の
手（
物

凄
き
合
の
手
）　

い
さ
ゝ
め
の
合
方　

引
流
し
の
合
方　

砧
の
合
方　

面

白
き
合
方　
（
琴
笙
入
し
）
楽
の
合
方　

琴
入
の
合
方　

軽
業
の
三
味
線　

吼
噦
の
合
方　

合
方
の
入
し
神
舞　

伊
勢
音
頭
の
合
方
（
伊
勢
音
頭
の
三

味
線
）　

靱
猿
の
合
方　

踊
三
味
線
（
太
鼓
入
踊
り
三
味
線
）　

曲
手
鞠
の

三
味
線　

対
馬
の
合
方　

所
知
入
の
合
方　

鳴
物
釣
狐
の
合
方　

す
ご
き

合
方　

ち
や
る
め
ら
入
り
の
面
白
き
合
方　

岡
崎
の
合
方　

す
が
ゞ
き

（
菅
掻
、
清
掻
、
二
上
り
の
す
が
ゞ
き
）　

清
掻
合
方　

鹿
踊
り
の
合
方　

木
魚
入
の
合
方　

雨
乞
の
合
方　

壬
生
の
や
う
成
合
方　

琴
三
下
り　

や

わ
ら
か
な
合
方　

静
か
成
合
方　

静
か
な
る
琴
三
味
線
合
方　

し
ん
み
り

と
し
た
合
方　

し
つ
ぽ
り
と
し
た
合
方　

静
か
成
浪
の
音
の
合
方　

は
な

や
か
な
三
味
線　

激
し
き
合
方　

手
の
早
き
合
方　

早
め
の
合
方　

修
羅

の
合
方　

三
社
の
三
味
線　

春
駒
の
合
方　

六
段
恋
慕
の
合
方　

唐
楽
入

の
三
味
線　

宿
（
し
ゅ
く
）
入
の
三
味
線　

十
三
鐘
の
合
方　

無
間
の
合

方　

チ
リ
〳
〵
チ
ン
の
合
方　

太
鼓
入
の
合
方　

是
よ
り
床
二
挺
三
味
線
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の
合
方　

ぬ
め
り
め
い
た
る
三
味
線　

木
遣
三
味
線　

一
献
じ
や
の
三
弦　

太
鼓
摺
鉦
入
の
蛍
狩
の
合
方　

忍
び
三
重
の
様
な
合
方
の
三
味
線　

梅
が

枝
の
合
方　

鳴
物
…
寝
鳥
（
静
か
成
寝
鳥
、
音
鳥
）　

ど
ろ
〳
　〵

大
ど
ろ
〳
　〵

薄
ど	

ろ
〳
　〵

か
す
め
ど
ろ
〳
　〵

ひ
ゆ
う
ど
ろ
〳
〵
〳
　〵

早
鼓　

天
王
立

（
天
王
建
、
天
皇
立
）　

神
楽　

夜
神
楽　

静
か
な
神
楽　

庭
神
楽　

一

声　

唐
楽
（
大
太
鼓
笙
篳
篥
の
入
た
る
唐
楽
、
唐
楽
入
の
舟
歌
）　

楽
（
笙

入
り
し
楽
、
笙
篳
篥　

大
太
鼓
入
の
楽
、
三
味
線
入
し
面
白
き
楽
、
笙
篳

篥
入
の
楽
、
楽
を
合
方
に
し
て
、
合
方
入
レ
の
静
か
成
楽
、
真
の
楽
、
想

夫
恋
の
楽
（
想
夫
恋
の
楽
に
合
方
交
る
））　

音
楽　

管
弦
（
本
管
弦
琴

入
）　

舞
楽　

遠
責
（
遠
攻
、
早
遠
責
）　

早
笛　

早
太
鼓　

白
囃
子　

渡

り
拍
子　

ひ
し
ぐ
（
ひ
し
ぎ
）　

と
ひ
ろ
（
と
ひ
よ
ろ
よ
ろ
）
和
歌　

津

島　

下
り
葉
（
下
り
端
、
下
が
り
羽
）
禅
の
勤　

打
出
し
（
打
出
太
鼓
）　

来
序
（
雷
序　

乱
序
、
真
ン
の
雷
序
、
面
白
き
三
味
線
入
の
雷
序
、
ら
い

じ
や
う
、
ら
い
ぜ
う
）　

し
や
ぎ
り
（
し
や
ぎ
り
太
鼓
、
し
や
ぎ
り
の
囃

子
、
踊
り
の
し
や
ぎ
り
）　

山
車
（
だ
ん
ぢ
り
）
の
し
や
ぎ
り　

山
車
太

鼓
（
檀
尻
太
鼓
）　

攻
太
鼓
（
責
太
鼓
）　
「
式
三
番
叟
」（
三
番
叟
の
囃

子
）　

太
鼓
こ
い
や
い　

大
小
の
こ
い
や
ひ　

次
第　
「
遊
行
柳
」
の
謡
の

太
鼓
（
謡
囃
子
）　
「
猩
々
」（「
猩
々
」
の
囃
子
、「
猩
々
」
の
謡
囃
）　
「
白

楽
天
」
の
謡
鳴
物
囃
子　
「
融
」
の
太
鼓
謡　
「
道
成
寺
」
の
鳴
物　
「
老

松
」
の
太
鼓
謡　
「
雲
林
院
」
の
囃
子　
「
東
北
」
の
中
の
舞
太
鼓
入
し
賑

や
か
な
囃
子
事　

乱
拍
子　

さ
ら
し
の
地　

早
鼓　

祈
り
の
囃
子　

の
つ

と
の
鼓　

ノ
リ
地　
「
桜
川
」
の
く
せ
の
様
な
鳴
物
入
の
調　

静
か
な
る

大
鼓
入
の
囃
子　

歌
の
入
た
る
行
列
の
囃
子　

法
師
物
狂
ひ
の
出
ノ
囃
子　

摺
鉦
入
の
面
白
き
鳴
物　

大
小
の
鳴
物
合
方
入　

花
や
か
成
鳴
物　

三
味

線
入
リ
し
面
白
き
囃
子　

面
白
き
出
囃
子　

ど
ん
〳
〵
〳
〵
と
七
つ
の
太

鼓　

曲
馬
の
鳴
物　

誂
へ
の
囃
子
（
誂
の
鳴
物
）　

幕
明
の
囃
子　

軽
業

の
は
や
し
（
軽
業
の
鳴
物
）　

賑
や
か
な
る
囃
子　

雨
の
音
（
大
雨
、
雨

音
、
雨
立
の
音
、
夕
立
の
音
）　

雨
車　

風
の
音
（
大
風
の
音
）　

雷　

大

雷
車
の
音　
（
大
）
雷
の
音
（
雷
鳴
、
大
雷
鳴
、
稲
妻
）　

雷
稲
光　

車
輪

の
音　

山
お
ろ
し　

半
鐘　

鐘
（
暮
六
ツ
の
鐘
等
）　
（
壬
生
の
）
し
や
で

ん
〳
〵
（
壬
生
の
し
や
で
ん
で
、
し
や
で
ん
〳
〵
の
囃
子
事
、
三
絃
入
の

壬
生
の
囃
子
）　

壬
生
囃
子　

酒
宴
車
（
酒
宴
車
の
三
味
線
、酒
宴
車
囃
子
）　

江
戸
囃
子　

練
物
囃
子　

錣
拍
子　

砧
拍
子　

寄
せ
の
太
鼓　

夜
番
太

鼓　

祇
園
囃
子　

御
輿
太
鼓　

曲
手
鞠
の
鳴
物　

目
出
た
き
太
鼓
（
大
鼓
）　

ど
ん
ち
や
ん　

貝
鐘
太
鼓　

貝
鐘
の
音　

間
抜
踊
の
拍
子　

雀
踊
リ
の
拍

子　

風
の
神
の
囃
子　

楽
屋
太
鼓　

果
て
太
鼓　

地
謡
の
鳴
物　

大
小
鼓

の
拍
子　

春
駒
の
囃
子　

音
楽
様
の
囃
子　

鼓
様
の
鳴
物　

三
社
の
太
鼓

謡　

序
立
の
鳴
物

そ
の
他
…
三
重　

愁
ひ
三
重　

引
取
の
三
重　

い
さ
み
三
重　

き
ほ
ひ
三
重　

忍
び
三
重　

大
三
重　

段
切　

お
く
り　

鉢
叩
き　

大
黒
舞　

盆
踊　

雀

踊
り　

間
抜
け
踊
り　

序
の
舞　

ウ
レ
イ　

大
落
と
し
の
フ
シ　

懸
地　

壬
生
狂
言
「
狐
」「
猿
」「
花
盗
人
」「
桶
取
」「
あ
や
と
り
」

	

三
味
線　

琴　

鼓　

太
鼓　

尺
八　

胡
弓　

鉦
（
常
念
仏
の
鉦
、
地
念
仏



（
五
）

江
戸
中
期
上
方
歌
舞
伎
の
囃
子
名
目
と
そ
の
用
法

の
鉦
）　

摺
鉦　

笛　

拍
子
木　

時
計
の
音　

法
螺
貝　

双
盤　

笙　

篳
篥　

楽
太
鼓　

銅
鑼　

鐃
鈸　

釣
鐘
（
本
釣
鐘
）　

簓　

木
魚　

陣
太
鼓　

櫓
太

鼓（
矢
倉
太
鼓
）　

一
ツ
鉦　

鈴　

錫
杖　

鉦
鼓　

銅
拍
子（
ど
び
や
く
せ
う
）　

ぽ
ぺ
ん　

ら
つ
ぱ　

ち
や
る
め
ら　

蛙
鳴
く
（
蛙
の
附
声
、
蛙
の
声
）　

呼

子　

赤
子
泣
く
（
赤
子
の
声
、
赤
子
笛
）　

烏
鳴
く　

鶏
啼
く　

カ
ウ
と
鳴

く　

虫
の
音　

鶯
鳴
く　

人
馬
の
音　

鉄
砲
の
音　

大
坂
手
打
ち　

独
吟

宝
暦
前
の
囃
子
名
目
は
お
よ
そ
百
。
対
し
て
宝
暦
以
降
は
お
よ
そ
二
百
五
十

を
超
え
る
囃
子
名
目
が
新
た
に
加
わ
り
、
そ
の
数
は
極
め
て
増
加
し
た８

。
宝
暦

前
は
一
声
、
下
り
葉
、
渡
り
拍
子
、
早
笛
等
や
謡
が
頻
繁
に
謡
わ
れ
る
場
面
が

あ
る
な
ど
能
か
ら
の
影
響
を
色
濃
く
反
映
し
た
舞
台
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
と
え
ば
、
ど
ろ
〳
〵
と
寝
鳥
は
早
く
も
享
保
十
二
年
の
台
帳
に
初
出
し

て
お
り
（
傍
線
部
筆
者９

）、

・�

享
保
十
二
年
七
月
京
松
島
兵
太
郎
座
（
北
側
西
之
芝
居
）「
信
徳
丸

柏
」

上
の
巻

〔
助
五
〕‌�

浦
…
皆
さ
ら
ば
〳
　〵

し
た
が
幽
霊
に
ど
ろ
〳
〵
の
な
い
と　

狐

噲
（
こ
ん
く
わ
い
）
に
太
鼓
の
な
い
と
は
仕
舞
が
つ
か
ん　

囃
子

の
衆
頼
升
〳
〵

　

下
の
巻

〔
小
四　

新
四　

兵
太
郎
〕
三
人　

南
無
阿
弥
陀
仏
〳
〵

　
　
　
　

ト
是
よ
り
寝
鳥
（
ね
と
り
）　

ど
ろ
〳
〵
に
て
消
る
仕
掛
有
り

�

　
　
　
　
　
　
（『
歌
舞
伎
台
帳
集
成
』
第
一
巻
）

す
で
に
こ
の
時
点
で
幽
霊
に
ど
ろ
〳
〵
、
狐
会
に
太
鼓
が
入
る
演
出
が
定
型
と

し
て
定
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る10

。
宝
暦
前
は
台
帳
に
合
方
の
指
示
は
多

い
が
、
囃
子
名
目
と
し
て
定
ま
っ
て
い
る
も
の
は
限
ら
れ
た
（
琴
の
合
方
、
雲

気
の
合
方
等
、
十
程
度
）。
そ
れ
に
対
し
、
宝
暦
以
降
は
演
目
に
即
し
て
誂
え

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
歌
や
合
方
、
鳴
物
が
著
し
く
増
え
、
次
第
に
歌
舞
伎
音

楽
ら
し
い
具
体
的
で
細
や
か
な
音
楽
表
現
を
可
能
に
し
て
い
っ
た
様
子
が
窺
わ

れ
る
。
た
と
え
ば
宝
暦
前
の
楽
は
、

　

・�

享
保
十
二
年
七
月
「
信
徳
丸

柏
」
上
の
巻

　
　

�

石
の
舞
台
に
成　

舞
台
に
信
徳
丸　

千
寿
丸
伶
人
の
装
束
に
て
居
る
…
橋

掛
リ
に
侍
並
び
い
る　

楽
打
上
る　

�

（
第
一
巻
）

と
あ
る
だ
け
だ
っ
た
が
、
宝
暦
以
降
に
は
、

　

・
宝
暦
十
三
年
二
月
二
十
五
日
京
四
條
通
北
側
大
芝
居「
音
羽
山
恋
慕
飛
泉
」

第
一

　
　

大
〔
鳥
羽
平
〕
ナ
イ

　
　

�
ト
笙　

篳
篥　

大
太
鼓
入
の
楽
（
が
く
）
に
成
り　

此
一
巻
残
ら
ず
奥
へ

は
い
る
…

�

　
　
　
　
　
　
　
（
第
十
六
巻
）



（
六
）

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
紀
要
　
第
44
集

の
よ
う
に
、
具
体
的
な
楽
器
を
想
定
し
た
形
で
台
帳
に
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
（
笙
入
り
し
楽
、
三
味
線
入
し
面
白
き
楽
、
想
夫
恋
の
楽
等11

）。
ま
た
こ
の
頃
、

使
用
さ
れ
る
楽
器
の
種
類
自
体
も
増
え
て
行
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
た
と
え
ば

木
魚
、
双
盤
、
法
螺
貝
、
釣
鐘
、
銅
鑼
、
鐃
鈸
、
錫
杖
等
の
主
に
寺
で
使
用
さ

れ
る
仏
具
、
簓
、
銅
拍
子
、
鈴
等
の
民
俗
芸
能
や
神
楽
系
の
楽
器
、
蛙
の
声
、

赤
子
笛
、
呼
子
笛
等
の
音
具
は
、
宝
暦
以
降
、
台
帳
に
具
体
的
に
指
示
さ
れ
て

い
く
よ
う
に
な
る
楽
器
群
で
あ
る
。
芝
居
に
よ
っ
て
は
、
ら
つ
ぱ
、
ち
や
る
め

ら
も
使
用
さ
れ
た
（
明
和
九
年
一
月
「
三
千
世
界
商
往
来
」
大
序
等
）。
こ
れ
ら

は
芝
居
の
演
出
上
の
要
請
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
擬
音
等
も
含
め
、

象
徴
化
・
抽
象
化
せ
ず
に
比
較
的
具
体
的
な
音
の
表
現
を
模
索
し
て
い
る
様
子

を
見
て
と
る
こ
と
が
で
き
る
（
後
述
）。
そ
の
他
、
能
ば
か
り
で
な
く
地
歌
箏
曲

（「
浪
花
獅
子
」
の
め
り
や
す
、「
露
の
蝶
」、「
袖
香
炉
」、「
六
段
恋
慕
」
の
合
方

等
）
や
巷
間
歌
（
馬
士
歌
、
酒
屋
歌
、
木
遣
り
歌
等
）、
周
辺
諸
芸
能
（
壬
生
狂

言
、だ
ん
じ
り
、祇
園
囃
子
等
）
か
ら
取
材
し
た
囃
子
名
目
も
数
多
く
み
ら
れ
る
。

残
存
台
帳
に
限
り
が
あ
る
こ
と
や
狂
言
作
者
の
構
想
段
階
の
史
料
と
い
う
こ
と

を
考
慮
し
て
も
、
十
九
世
紀
を
前
に
し
て
歌
舞
伎
音
楽
の
急
速
な
深
化
を
こ
こ

に
見
出
す
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う12

。
な
お
、『
歌
舞
伎
台
帳
集
成
』
に
は
江
戸
歌
舞

伎
の
台
帳
も
十
一
本
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
岩
戸
神
楽
、
宮
神
楽
、
通
り
神
楽
、

天
つ
ゝ
等
、
江
戸
の
台
帳
に
散
見
す
る
囃
子
が
上
方
に
見
ら
れ
な
い
の
は
興
味

深
い
。

と
こ
ろ
で
台
帳
に
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
膨
大
な
囃
子
名
目
は
、
一
度
し
か
台
帳

に
登
場
し
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
一
方
で
度
々
使
用
さ
れ
、
そ
の
間
に
用
法
の

変
遷
を
経
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
以
下
の
章
で
は
実
際
の
台
帳
に
み

る
囃
子
名
目
と
劇
書
の
そ
れ
を
照
合
さ
せ
な
が
ら
、
囃
子
名
目
の
初
出
と
変
遷

に
つ
い
て
さ
ら
に
考
察
を
進
め
て
み
た
い
。

二　

囃
子
名
目
の
初
出
と
変
遷

（
一
）
す
が
ゞ
き

す
が
ゞ
き
と
い
う
囃
子
名
目
の
上
方
の
台
帳
で
の
早
い
例
は
、
享
保
十
一
年

「
女
土
佐
日
記
」
中
の
巻
で
、

　

サ
ア
お
も
し
ろ
い
騒
げ
〳
〵

　

�

ト
言
ふ
と
皆
〔々
蓮　

都
路
…
〕騒
ぐ
所
へ
侍
出
て
…
此
間
二
上
り
の
す
が
ゞ

き
（
す
か
ゝ
き
）
弾
く　

そ
の
拍
子
に
の
り
騒
ぐ�

（
第
一
巻
）

と
あ
る
の
を
初
出
と
す
る
。
上
方
で
は
一
般
に
店
先
の
場
面
に
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
明
和
七
年
二
月
一
日
「
け
い
せ
い
咬
𠺕
吧
文
章
」
三
で
は
薬
店
、

明
和
七
年
閏
六
月
十
五
日
「
勢
相
撲
番
組
」
口
明
や
安
永
三
年
七
月
八
日
「
藍

桔
梗
鴈
五
紋
」
口
明
で
は
四
条
河
原
の
茶
店
や
二
軒
茶
屋
の
場
面
に
す
が
ゞ
き

が
用
い
ら
れ
た
。

・
明
和
七
年
二
月
一
日
「
け
い
せ
い
咬
𠺕
吧
文
章
」
三

　

造
り
物　

三
間
の
間　

薬
店
の
体　

正
面
に
看
板　

次
に
薬
箪
笥　

次
に



（
七
）

江
戸
中
期
上
方
歌
舞
伎
の
囃
子
名
目
と
そ
の
用
法

納
戸
口　

暖
簾
か
け
有
…
矢
倉
太
鼓
に
て　

幕
明
る
…

　

ト
皆
〳
〵
捨
台
詞
に
て　

薬
買　

下
手
へ
は
入
ル　

ト
す
が
ゝ
き
に
成
ル　

ト
向
ふ
よ
り　

十
三　

和
十
郎
〔
助
右　

祐
丹
〕
連
立
出
て

�

（
第
二
十
三
巻
）

・
明
和
七
年
閏
六
月
十
五
日
「
勢
相
撲
番
組
」
口
明

　

造
物　

四
条
河
原
涼
み
の
体　

正
面
葭
簀
か
け
し
茶
店　

幕
の
内
よ
り
清

掻
（
す
が
ゝ
き
）
の
三
味
線　

太
鼓　

幕
引　

と
仕
出
し
大
勢
出
ル

　

ト
皆
々
は
入　

又
清
掻
（
す
が
ゝ
き
）
に
成
…
光
蔵
〔
要
人
〕
汗
手
拭
被

き　

ぽ
ぺ
ん
吹
出
ル�

（
第
二
十
五
巻
）

・
安
永
三
年
七
月
八
日
「
藍
桔
梗
鴈
五
紋
」
口
明

造
り
物　

見
付
正
面
石
の
鳥
居　

橋
掛
り　

臆
病
口　

両
方
筋
違
に
向
ひ

合
し
て　

二
軒
茶
屋
の
模
様　

す
が
ゞ
き
（
す
か
ゝ
き
）
に
て
幕
明
る　

東

西
よ
り　

仕
出
し
ち
ら
〳
〵
出
る　

両
方
茶
屋　

女
子
出
て　

両
方
よ
り

�
（
第
三
十
一
巻
）

『
役
者
時
習
講
』
に
は
「
新
吉
原
細
見
図
」
口
明
に
「
立
の
狂
言
の
所
」
で

用
い
ら
れ
た
と
説
明
が
あ
る
。「
歌
ハ
江
戸
す
か
ゝ
き
な
り
」
と
も
あ
っ
て
唄

入
り
だ
っ
た
ら
し
い
。『
戯
場
楽
屋
図
会
拾
遺
』
に
は
「
江
戸
め
き
た
る
狂
言

に
あ
り
」
と
あ
る
。
現
在
、
黒
御
簾
音
楽
の
す
が
ゞ
き
（
清
掻
）
は
吉
原
の
場

面
に
用
い
ら
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
江
戸
中
期
の
上
方
で
は
吉
原
に
限

定
さ
れ
て
い
な
い
様
子
が
窺
え
る13

。

（
二
）
禅
の
勤

禅
の
勤
の
台
帳
初
出
は
宝
暦
二
年
三
月
二
十
一
日
「
九
州
苅
萱
関
」
で
、
高

野
山
の
場
面
で
あ
っ
た
。

・
宝
暦
二
年
三
月
二
十
一
日
「
九
州
苅
萱
関
」
大
切

ト
禅
の
勤
め
に
て　

花
道
の
切
穴
よ
り
下
へ
抜
け　

切
穴
へ
出
て
本
舞
台

へ
来
り�

（
第
七
巻
）

以
後
も
主
に
寺
院
の
場
面
に
て
用
い
ら
れ
て
ゆ
く
が
、
宝
暦
十
二
年
「
竹
箆

太
郎
怪
談
記
」
で
は
口
明
に
「
禅
の
勤
」、四
ツ
目
で
「
真
言
の
勤
」
と
あ
っ
て
、

こ
の
頃
ま
で
は
各
宗
派
の
お
勤
め
場
面
に
用
い
ら
れ
た
音
楽
一
般
を
指
し
た
よ

う
に
解
さ
れ
る
。

・
宝
暦
十
二
年
七
月
十
五
日
「
竹
箆
太
郎
怪
談
記
」
口
明

造
り
物　

伽
藍
の
躰　

下
座
の
方
に
弁
天
の
鎮
守
有
…
後
向
に
鐘
楼
堂　

本
釣
鐘
釣
て
有　

来
助
〔
禅
性
院
〕
三
間
の
間
の
真
中
に
椅
子
を
直
し
て　

其
上
に
禅
僧
の
形
に
て
払
子
を
持
て　

腰
懸
居
る　

両
方
に
禅
坊
主
数
多
二

行
に
並
び
居
る　

半
鐘
鳴　

禅
の
勤
の
音
し
て
幕
明
…

四
ツ
目

作
り
物　

寺
の
懸
り　

正
面
弐
間
の
間　

真
言
宗
の
仏
壇　

本
尊
不
動
明

王　

弘
法
大
師　

前
に
護
摩
壇
に
仏
具
を
飾
り
…
幕
引　

と
坊
主
弐
人　

真

言
の
勤
し
て
居
ル
…�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
十
五
巻
）
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こ
れ
ま
で
禅
の
勤
は
、
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
没
し
た
江
戸
の
囃
子
方

六
代
目
田
中
伝
左
衛
門
の
「
芝
居
囃
子
日
記
」
を
典
拠
と
し
て
、
宝
暦
十
四
年

五
代
目
団
十
郎
と
三
代
目
団
蔵
の
狂
言
で
、
藪
蔭
か
ら
六
部
の
出
に
な
る
所
に

打
ち
込
ん
だ
の
が
最
初
と
さ
れ
、
小
鼓
を
能
く
し
た
西
嶋
吉
之
丞
の
作
調
と
さ

れ
て
き
た14

。
こ
の
こ
と
か
ら
先
の
様
な
寺
院
で
の
お
勤
め
の
場
を
離
れ
、
次
第

に
禅
の
勤
と
い
う
音
楽
演
出
が
行
わ
れ
て
い
っ
た
様
子
が
窺
え
る
が
、
上
方
で

決
定
的
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、安
永
七
年
四
月
四
日
「
金
門
五
三
桐
」

南
禅
寺
山
門
の
場
面
で
あ
っ
た
。

・
安
永
七
年
四
月
四
日
「
金
門
五
三
桐
」
二
つ
目

右
高
塀　

両
方
へ
引
分
ル　

黒
幕
切
て
落
ス　

と
造
物　

山
門
二
重
目
の

扉
前
高
欄　

垂
木　

升
形
宜　

右
山
門
両
脇　

一
面
の
桜
の
花
ば
か
り　

前

の
蹴
込
の
所　

霞
に
て　

下
隠
れ
て
有　

此
縁
先
に　

雛
助
〔
五
右
〕
百
日

鬘　

黒
羽
二
重
の
着
付　

前
帯
に
て　

五
右
衛
門
に
て　

高
欄
に
も
た
れ　

太
煙
管
に
て
煙
草
呑　

四
方
の
風
景
を
見
て
居
ル
見
得
に
て　

此
道
具
前
へ

突
出
す　

か
す
か
に
禅
の
勤　

木
魚
し
や
は
り
に
て　

是
を
合
（
相
）
方
に

て　

道
具
留
ル�

（
第
三
十
六
巻
）

禅
の
勤
を
木
魚
入
り
の
合
方
に
し
て
、「
春
の
眺
め
は
価
千
金
と
は
小
さ
い

譬
」の
石
川
五
右
衛
門（
嵐
雛
助
）の
出
を
演
出
し
た
。『
戯
場
楽
屋
図
会
拾
遺
』

に
は
「
禅ぜ

ん
ば
や
し

囃
子
」
の
名
で
「
金
門
南
禅
寺
の
段
に
あ
り
」
と
説
明
が
あ
る
。

（
三
）
唐
楽

唐
楽
は
、
享
保
二
十
年
十
二
月
「
山
椒
太
夫
五
人
踦
」
大
序
に
台
帳
初
出
す

る
。
こ
う
し
た
台
帳
最
初
期
の
頃
か
ら
宝
暦
前
ま
で
は
、必
ず
し
も
唐
（
中
国
）

の
場
面
や
唐
人
と
の
関
係
に
縛
ら
れ
て
い
な
い
。
公
家
の
出
入
や
禁
裏
の
場
面

に
用
い
ら
れ
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら
れ
る
。

・
享
保
二
十
年
十
二
月
「
山
椒
太
夫
五
人
踦
」
大
序

思
ひ
入
有
て　

向
ふ
へ
走
り
は
入

唐
楽
に
成　

ト
源
七
〔
常
陸
〕
…
出
て
並
ぶ�

（
第
二
巻
）

・
寛
保
二
年
一
月
十
六
日
「
雷
神
不
動
北
山
桜
」
口
明

（
空
白
）　

王
子
様
の
出
御

ト
唐
楽
に
成　

ト
次
郎
三
〔
早
雲
〕
百
性
の
形
リ
に
て　

腰
に
鎌
を
さ
し　

下
駄
を
は
き　

笠
を
さ
し
出
て
来
る
と�

（
第
四
巻
）

　
と
こ
ろ
が
宝
暦
以
降
と
な
る
と
、
次
第
に
唐
楽
は
唐
め
い
た
場
面
（
唐
人
の

出
、
唐
の
城
、
唐
装
束
等
）
に
頻
出
し
、
用
法
が
定
型
化
し
て
ゆ
く
様
子
が
窺

わ
れ
る
。
い
く
つ
か
事
例
を
示
す
。

・
宝
暦
七
年
一
月
二
日
「
天
竺
徳
兵
衛
聞
書
往
来
」
大
切

　

ト
御
簾
巻
上
る　

文
七
〔
義
輝
〕
鎧
兜　

来
助
〔
播
磨
〕
法
被　

兵
吉
〔
勝

元
〕
二
役
勝
元
に
て
陣
羽
織　

元
五
郎　

小
伊
三
〔
浅
香　

揚
葉
姫
〕
長
刀

持
出
る　

此
御
簾
引
上
る
間
唐
楽
に
て　

新
九
郎
〔
四
郎
〕
恟
り
し
て　

橋



（
九
）

江
戸
中
期
上
方
歌
舞
伎
の
囃
子
名
目
と
そ
の
用
法

掛
り
へ
行
か
ふ
と
す
る
…�

（
第
十
巻
）

・
宝
暦
十
年
十
二
月
二
十
三
日
「
仮
名
草
紙
国
性
爺
実
録
」
口
明

ト
唐
楽
に
な
る　

輿
の
内
よ
り
唐
装
束　

仰
山
な
る
天
冠
を
着
て　

亀
十

郎
〔
唐
娵
〕
団
扇
に
て
顔
を
隠
し
出
ル
…�

（
第
十
三
巻
）

・
明
和
九
年
一
月
十
日
「
三
千
世
界
商
往
来
」
小
幕

造
り
物　

二
重
舞
台　

唐
土
の
体　

橋
懸
り
唐
の
城
の
心　

下
座
障
子
屋

体　

唐
楽
に
て
幕
開
く�

（
第
二
十
六
巻
）

・
安
永
六
年
四
月
十
五
日
「
天
満
宮
菜
種
御
供
」
大
序

ト
唐
楽
に
成　

菊
五
郎
〔
道
真
〕
輪
巾
深
衣
の
唐
装
束
に
て　

静
々
出
る

�

（
第
三
十
五
巻
）

・
安
永
六
年
十
二
月
三
日
「
け
い
せ
い
素
袍

」
大
序

ト
唐
楽
に
成
ル　

向
ふ
よ
り　

吉
三
郎
〔
斎
官
〕
明
国
正
使
の
形
リ　

唐

人
出
立
に
て
出
ル
…�
（
第
三
十
六
巻
）

・
安
永
七
年
四
月
四
日
「
金
門
五
三
桐
」
二
つ
目

右
の
道
具
西
へ
引
て
取　

後
に
一
間
半
の
亭
屋
体　

唐
の
仕
立
に　

向
ふ

に
鷹
の
掛
物
か
け
て
有　

両
脇
楼
門
作
リ
の
塀
…
随
分
結
構
に
飾
り
付
有
ル　

ト
菊
五
郎
〔
宋
蘇
卿
〕
唐
冠
装
束
に
て　

琴
を
弾
ジ
て
居
ル　

此
見
得　

唐

楽　

遠
攻
（
せ
）
め
交
り　

此
形
に
て
道
具
突
出
す　

道
具
留
ル

�

（
第
三
十
六
巻
）

宝
暦
以
降
、
異
国
の
場
面
が
増
え
て
ゆ
く
が
、
そ
れ
と
呼
応
す
る
よ
う
に
唐

楽
の
用
法
が
増
え
て
い
る
。

（
四
）
雨
・
風
・
雷

気
象
現
象
や
水
（
滝
）、
浪
等
は
当
時
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
た
の
か
。

雨
は
初
期
台
帳
よ
り
頻
出
す
る
自
然
描
写
だ
が
、
本
雨
（
本
の
雨
）・
雨
車
・

雨
の
音
（
雨
音
）
な
ど
が
混
在
し
て
表
記
さ
れ
て
い
る
。
本
雨
（
本
の
雨
）
で

は
、
舞
台
の
上
に
樋
を
仕
掛
け
、
そ
の
穴
か
ら
実
際
に
砂
な
ど
を
降
ら
せ
て
音

を
出
し
た
と
考
え
ら
れ
、『
役
者
時
習
講
』
に
図
が
載
る
（
図
版
１
）。
最
初
期

の
例
は
寛
保
二
年
一
月
十
六
日
「
雷
神
不
動
北
山
桜
」
四
ノ
切
で
、「
ト
大
鼓

謡
に
て
注
連
縄
切
と　

仕
掛
に
て
女
龍
男
龍
天
上
す
る　

滝
壺
よ
り
し
よ
ろ

〳
〵
水
吹
き
上
げ
る　

と
大
雷　

舞
台
先
仕
掛
に
て
本
の
雨
夥
し
く
降
ら
す
」

（
第
四
巻
）
と
あ
る
。
ま
た
宝
暦
十
二
年
一
月
「
傾
城
鎌
倉
山
」
三
つ
目
に
も
、

「
ト
釣
り
鐘
を
つ
く　

二
つ
三
つ
ご
ん
〳
〵
と
つ
く
と　

す
さ
ま
じ
ふ
震
動
し　

稲
光
リ　

本
雨
一
面
に
降
る　

砂
舞
台
」（
第
十
五
巻
）
と
見
え
、
こ
の
時
は

砂
を
舞
台
に
降
ら
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
、
雨
車
も
『
役
者
時
習
講
』
に

「
雨
車　

雨
ふ
る
音
を
さ
す
道
具
也　

大
キ
成
わ
け
物
に
て　

中
へ
兵
庫
砂
を

入
ル　

廻
し
様
の
早
き
と
お
そ
き
と
に
て
雨
の
大
小
の
音
を
い
だ
す
也
」
と
い

う
解
説
と
共
に
図
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
版
１
）。
取
っ
手
を
廻
す
加
減
で
雨

音
の
大
小
を
変
え
て
い
た
ら
し
い
。
雨
車
の
初
期
の
例
は
、
宝
暦
七
年
九
月
九

日
「
大
伴
黒
主
百
夜
車
」
三
之
口
で
、「
作
リ
物　

惣
黒
幕　

一
面
の
高
キ
芦　

内
は
暗
し
…
雨
車
に
て
幕
開
く
…
」（
第
四
十
五
巻
）
と
あ
り
、
暗
い
舞
台
に

雨
車
の
音
で
幕
が
明
い
た
。
時
に
は
本
雨
と
雨
車
が
同
時
に
用
い
ら
れ
る
場
合

も
あ
っ
た
。
宝
暦
十
二
年
三
月
四
日
「

髪
歌
仙
桜
」
五
ツ
目
大
切
で
は
、
黒

主
の
見
顕
し
に
至
る
場
面
で
雨
車
を
用
い
つ
つ
、本
雨
も
降
ら
せ
て
い
る
（「
ト
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玉
を
差
し
上
虚
空
を
睨
む
と　

又
大
雷
鳴
は
た
め
く　

稲
光
り
透
き
間
も
な
く

光
る　

始
終
雨
車　

本
雨
降
」（
第
十
六
巻
））。
た
だ
し
、台
帳
に
は
雨
の
音（
雨

音
）
と
だ
け
記
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の
場
合
ど
の
様
な
方
法
で
音
を
出
し

た
の
か
は
不
詳
で
あ
る
。
中
に
は
、

・
宝
暦
十
二
年
七
月
十
五
日
「
竹
箆
太
郎
怪
談
記
」
二
ツ
目

新
九
郎
〔
大
学
〕
此
内
静
に
向
ふ
へ
は
入　

ど
ろ
（
と
ろ
）
〳
　〵

雨

の
音
止
む
…�

（
第
十
五
巻
）

・
明
和
八
年
三
月
十
九
日
「
清
水
清
玄
行
力
桜
」
大
切

ト
拍
子
木　

引
き
道
具　

一
面
に
黒
幕
に
成
る
…
思
ひ
入
様
〳
〵
有
め
り

や
す
止
ん
で　

一
ツ
鉦
に
成　

少
こ
し
ど
ろ
〳
　〵

雨
の
音
す
る

�

（
第
二
十
六
巻
）

と
あ
っ
て
、
ど
ろ
〳
〵
を
雨
の
音
と
一
緒
に
表
記
す
る
例
が
見
ら
れ
、
あ
る
い

は
ど
ろ
〳
〵
で
雨
音
を
演
出
し
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
場
合
も
あ
る
。

し
ば
し
ば
雨
脚
の
強
い
場
面
で
は
、
風
の
音
も
鳴
り
響
い
た
（「
ト
大
風
雨

の
音
す
る
」「
始
終
大
風
雨
車
」（
三
千
世
界
商
往
来
）
等
）。
風
の
音
は
単
独

で
も
演
出
さ
れ
た
が
（「
ト
風
の
音
し
て
松
動
く
」（
竹
箆
太
郎
怪
談
記
）
等
）、

ど
の
様
に
音
が
出
さ
れ
て
い
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
ま
た
、
雷
の
音

も
初
期
の
台
帳
か
ら
記
載
が
あ
る
が
、
技
法
は
不
明
で
あ
る
（「
ト
此
内　

始

終
雷
鳴
る　

海
老
蔵
〔
鳴
神
〕
是
よ
り
思
ひ
入
」（
雷
神
不
動
北
山
桜
）。
安
永

八
年
三
月
十
六
日
「
袖
簿
播
州
廻
」
中
之
巻
の
幕
明
で
、「
作
り
物　

城
外
の

体　

大
門
締
て
有　

く
ゞ
り
計
開
き
出
入
有　

大
雷
車
の
音
に
て
幕
引
」（
第

三
十
八
巻
）
と
あ
る
の
は
、
雷
車
の
初
例
と
も
考
え
ら
れ
、
注
目
さ
れ
る
。

一
方
、
水
（
滝
）
や
浪
（
波
）、
雪
の
場
面
が
あ
っ
た
こ
と
は
台
帳
に
記
さ

れ
て
い
る
が
（「
ト
大
立
に
な
る　

皆
〳
〵
海
へ
放
り
込
…
御
殿
流
れ
る　

此

御
殿
へ
水
流
て
は
入
る　

と
又
門
流
れ
る
」（
傾
城
七
草
島
）、「
三
間
の
間
よ

り
臆
病
口
迄
の
檜
垣
の
大
船　

沖
懸
り
の
心
に
て　

浪
打
寄
ル
」（
和
訓
水
滸

伝
）、「
ト
又
九
郎〔
茂
次
右
〕は
入　

ト
琴
歌
に
な
る　

ち
ら
〳
〵
雪
降
る
」（
け

い
せ
い
嵐
山
））、
実
際
に
何
ら
か
の
音
を
使
っ
て
演
出
し
て
い
た
か
ど
う
か
は

手
が
か
り
が
な
い15

。

三　

音
楽
演
出
に
関
わ
る
覚
書　

最
後
に
、
台
帳
や
劇
書
の
囃
子
名
目
を
確
認
し
て
気
づ
い
た
点
に
つ
い
て
、

い
く
つ
か
覚
書
と
し
て
記
し
て
お
き
た
い
。

（
一
）
奏
法

台
帳
に
は
演
奏
の
仕
方
を
指
示
す
る
よ
う
な
例
も
多
い
。「
か
す
め
る
」「
生

け
殺
し
」「
早
め
る
」「
し
づ
め
る
」
等
の
言
葉
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

・
元
文
三
年
春
「
契
情
鸚
鵡
石
」
序
中
入
之
上

ト
言
ふ
と　

来
序
（
ら
い
じ
ょ
）
早
め
る　

本
舞
台
へ
直
る
…
来
序
（
ら

い
じ
ょ
）
静
め
て
打
ツ
…
上
座
の
狐
を
見
つ
け
る



（
一
一
）

江
戸
中
期
上
方
歌
舞
伎
の
囃
子
名
目
と
そ
の
用
法

ト
泣
く　

ト
狐
十
町
〔
伝
介
〕
が
首
切
ろ
う
す
る
思
ひ
入　

来
序
（
ら
い

じ
ょ
）
早
め
る
…
皆
〳
〵
静
ま
る　

来
序
（
ら
い
じ
ょ
）
も
静
め
る

�

（
第
三
巻
）

・
明
和
七
年
六
月
十
五
日
「
勢
相
撲
番
組
」
口
明

ト
皆
〳
〵
〔
九
市　

お
は
ん　

お
長　

藤
野
〕　

光
蔵
〔
要
人
〕
を
無
理

に
連
は
入　

此
間
か
す
め
て
清
掻
（
す
か
ゝ
き
）
弾
居
る
…

�

（
第
二
十
五
巻
）

・
安
永
二
年
十
一
月
三
日
「
大
当
百
足
山
」
上
の
巻

ト
ど
ろ
〳
〵
に
て　

岩
五
郎
〔
天
邪
鬼
〕
よ
き
所
へ
せ
り
上
る　

終
始
生

け
殺
し
の
ど
ろ
〳
〵
也�

（
第
三
十
巻
）

・
安
永
五
年
十
一
月
二
日
「
源
氏
再
光
打
出
児
槌
」
下
の
巻

ト
酒
を
呑　

是
迄
す
べ
て
合
方　

但
し
合
方
生
け
殺
し　

早
め
し
づ
め
な

ど
望
ミ
有　

�
（
第
三
十
五
巻
）

　
　芝

居
の
進
行
に
即
し
て
緩
急
を
加
減
す
る
技
法
は
初
期
台
帳
か
ら
見
ら
れ
る
。

ま
た
、
歌
を
弾
流
し
て
合
方
に
す
る
よ
う
な
演
奏
法
も
見
ら
れ
、『
役
者
時
習
講
』

の
「
め
り
や
す
の
合
か
た
を
引
ず
て
に
す
る
を
引
な
が
し
と
い
ふ
な
り　

則
次

の
せ
り
ふ
に
直
に
か
ゝ
る
ゆ
へ
な
り
」
と
い
う
説
明
と
一
致
す
る
。
演
奏
を
「
止

め
る
」
指
示
も
ト
書
に
は
細
か
く
記
さ
れ
、
狂
言
作
者
が
音
楽
演
出
を
具
体
的

に
描
き
な
が
ら
作
劇
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

（
二
）
独
吟

独
吟
と
は
愁
嘆
や
色
模
様
、
髪
梳
き
な
ど
役
者
の
心
情
を
し
っ
と
り
見
せ
る

場
面
で
用
い
ら
れ
る
唄
方
一
人
と
三
味
線
方
に
よ
る
演
奏
で16

、
役
者
の
見
せ
場

で
あ
る
と
と
も
に
、
囃
子
方
に
と
っ
て
も
聴
か
せ
ど
こ
ろ
と
な
る
効
果
的
な
音

楽
演
出
で
あ
る
。
上
方
の
台
帳
に
独
吟
の
用
語
が
見
ら
れ
た
初
出
は
、
管
見
で

は
、安
永
二
年
三
月
十
六
日
大
坂
中
の
芝
居「
日
本
第
一
和
布
苅
神
事
」大
切
で
、

〽
ど
れ　

行
て
か
う
と
落
ち
着
い
て
も
…
又
改
ま
る
恥
づ
か
し
さ　

跡
独
吟
」

（
第
二
十
八
巻
）と
あ
る
の
が
早
い
。
こ
れ
以
前
に
も
独
吟
に
近
い
演
出
は
あ
っ

た
が
（
明
和
九
年
一
月
「
傾
城
桜
御
殿
」
四
段
目
な
ど
）、
名
称
と
し
て
の
定

着
は
安
永
以
降
と
比
較
的
遅
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
安
永
九
年
十
二
月
九

日
大
坂
角
の
芝
居
「
帰
命
曲
輪

」
で
も
独
吟
が
用
い
ら
れ
た
。

ト�

独
吟
に
成　

富
十
郎
〔
菊
川
〕
硯
箱
持
出　

墨
を
摺　

他
蔵
〔
妙
玄
〕
思

ひ
入
有
て　

鉦
を
持
出　

念
仏
申　

此
内　

富
十
郎
〔
菊
川
〕
は
中
二
階

の
方
を
見
て　

う
つ
と
り
と
成
ゐ
る
…

ト
又
め
り
や
す
に
成　

書
終
ふ
と　

他
蔵
〔
妙
玄
〕
取
て
見
て

�

（
第
四
十
一
巻
）

こ
の
時
は
、
上
方
で
は
珍
し
く
正
本
が
板
行
さ
れ
た
（
内
題
「
ね
な
し
ぐ
さ　

作
者
並
木
十
輔
」
市
源
板17

）。
正
本
表
紙
に
は
富
十
郎
が
筆
を
執
っ
て
袈
裟
に

書
を
書
い
て
い
る
絵
が
描
か
れ
て
お
り
、「
中
村
富
十
郎
愁
の
段
」
と
あ
る
。

三
下
り
で
「
は
か
な
さ
と
き
し
の
む
か
ひ
の
ね
な
し
ぐ
さ　

合　

〽
つ
ゆ
に
こ



（
一
二
）

東
京
藝
術
大
学
音
楽
学
部
紀
要
　
第
44
集

の
身
を
す
て
お
ぶ
ね
。
か
ぢ
と
り
か
ぬ
る
か
は
た
け
の
。
け
さ
の
き
ぬ
〳
〵
に�

て
や
わ
か
れ
の
」
の
詞
章
。
正
本
連
名
か
ら
こ
の
時
の
立
唄
は
湖
出
市
十
郎
、

相
三
味
線
は
小
川
徳
右
衛
門
、
ツ
レ
は
西
川
与
八
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
江

戸
出
身
の
長
唄
唄
方
で
あ
っ
た
市
十
郎
は
こ
の
後
一
度
東
帰
し
、
再
び
上
坂
す

る18

。（
三
）
楽
屋
・
奥

台
帳
の
ト
書
に
は
、
楽
屋
か
ら
演
奏
し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
記
述
を
多

数
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
元
文
三
年
春
「
契
情
鸚
鵡
石
」
四
番
目
之
口

　

ト
楽
屋
に
て　

春
駒
が
来
た
〳
〵
と　

大
勢
言
ふ

　

�

囃
子　

め
で
た
や
〳
　〵

千
代
の
は
じ
め
の
春
駒
な
ん
ぞ　

夢
に
み
て
さ

へ
よ
い
と
や
申
ス
…�
（
第
四
十
五
巻
）

・
宝
暦
九
年
閏
七
月
二
十
八
日
「
大
坂
神
事
揃
」
大
序

　

�

造
物　

向
ふ
一
面
の
水
船　

樋
の
上
小
笠
原
の
屋
敷
の
体　

真
中
に
大
門

…
残
ら
ず
踊
り
ゐ
る　

祇
園
囃
子
に
踊
り
三
味
線
に
て　

幕
開
く
…
家
主

〔
春
五
郎
〕
伊
兵
衛　
〔
治
郎
三
〕
泥
革
団
九
郎　

音
頭
取
い
る　

此
踊
リ

暫
く
有
て　

楽
屋
よ
り
神
輿
太
鼓
打
か
け
雀
踊
リ
の
拍
子
に
成　

よ
き
時

分
に　

山
車
の
し
や
ぎ
り
に
成　

踊
リ
止�

（
第
十
二
巻
）

・
宝
暦
十
二
年
一
月
十
三
日
「
傾
城
鎌
倉
山
」
三
つ
目

　

�

馬
の
骨
を
埋
み
し
所
よ
り　

焼
酎
火
燃
上
ル　

雷
序
（
ら
い
じ
や
う
）
に

成　

和
歌
野
〔
静
〕
飛
退　

狐
の
身
振
り　

楽
屋
遠
く
に
て
遠
巻
き
の
太

鼓　

鐘　

静
に
打
…�

（
第
十
五
巻
）

・
宝
暦
十
四
年
三
月
三
日
「
け
い
せ
い
反
魂
香
」
四
番
目

　

ト
楽
屋
に
て　

鉦　

太
鼓　

大
勢
の
鬨
の
声
の
様
に
言
…�

（
第
十
七
巻
）

・
明
和
八
年
三
月
十
九
日
「
清
水
清
玄
行
力
桜
」
大
切

　

�

ト
楽
屋
よ
り　

釣
鐘
ご
ん
と
撞
出
す　

内
よ
り　

大
勢
の
声
に
て
法
華

経
を
読
む　

と
歌
右
衛
門
〔
清
玄
〕　

震
ふ　

餓
鬼　

髑
髏　

残
ら
ず
震
う　

此
経
は
大
勢
し
て
本
真
に
読
む
也�

（
第
二
十
六
巻
）

大
勢
で
声
を
出
す
場
合
や
、
時
に
釣
鐘
等
の
鳴
物
を
鳴
ら
す
場
合
に
、
楽
屋

か
ら
行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
似
た
よ
う
な
例
と
し
て
「
奥
に
て
」
と
い
う

ト
書
も
散
見
す
る
。

・
元
文
四
年
一
月
十
九
日
「
け
い
せ
い
嵐
山
」
序
中
入
之
壱

　

ト
三
味
線
弾
く　

ト
奥
に
て
三
味
線
に
合
わ
し
琴
弾
く　

�

（
第
三
巻
）

・
寛
保
二
年
一
月
十
六
日
「
雷
神
不
動
北
山
桜
」
口
明

　

次
郎
三
〔
早
雲
〕　

い
か
に
も　

ト
奥
に
て
太
鼓
打
上
る　

�

（
第
四
巻
）

・
寛
保
三
年
三
月
十
二
日
「
菊
水
由
来
染
」
三
ツ
目

　
�

ト
泣　

奥
に
て　

南
無
阿
弥
陀
仏
南
無
阿
弥
陀
仏
ト　

字
詰
の
念
仏　

鐘

入
レ
て　

こ
れ
を
め
り
や
す
に
し
て
…　

�

（
第
五
巻
）

・
明
和
三
年
三
月
二
十
四
日
「
惟
高
親
王
魔
術
冠
」
大
切

　

�

ト
右
の
切
首
を　

火
鉢
へ
炭
と
継
ぎ
合
す
模
様　

扇
に
て
煽
ぐ　

奥
に
て



（
一
三
）

江
戸
中
期
上
方
歌
舞
伎
の
囃
子
名
目
と
そ
の
用
法

想
夫
恋
（
そ
う
ふ
れ
ん
）
の
楽
に
成�

（
第
二
十
巻
）

・
安
永
六
年
十
二
月
二
十
三
日
「
け
い
せ
い
素
袍

」
六
ツ
目　

　

ト
奥
に
て
善
界
の
ク
セ
を
謡
ひ
出
ス

　

�「
し
か
り
と
は
い
へ
ど
も
輪
廻
の
道
を
去
り
や
ら
で　

魔
境
沈
む
其
の
嘆

き　

思
ひ
知
ら
ず
や
我
な
が
ら
…�

（
第
三
十
六
巻
）

『
戯
場
楽
屋
図
会
』
に
よ
れ
ば
、
囃
子
方
は
舞
台
左
（
上
手
）
の
臆
病
口
に

て
一
切
の
囃
子
を
勤
め
た
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
、
楽
屋
や
奥
と
い
う
の
は
舞

台
後
方
の
囃
子
方
部
屋
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
音
量
や
音
の
遠
近
感
な
ど
を
演
出
し
て
み
せ
る
効
果
を
狙
っ

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、『
役
者
時
習
講
』
に
は
「
楽
屋
は
や
し
方
の
図
」

が
描
か
れ
て
い
る
（
図
版
２
）。
こ
こ
で
は
囃
子
方
が
楽
太
鼓
や
半
鐘
を
打
っ

た
り
、
拍
子
木
や
法
螺
貝
を
鳴
ら
し
た
り
し
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

ま
と
め
に
か
え
て

台
帳
を
典
拠
に
当
該
期
の
音
楽
演
出
を
概
観
す
る
と
、
宝
暦
期
以
降
、
リ
ア

ル
で
具
体
的
な
音
楽
演
出
が
模
索
さ
れ
て
い
く
様
子
が
見
て
取
れ
る
。例
え
ば
、

先
に
挙
げ
た
使
用
楽
器
の
増
加
、
本
雨
や
本
水
の
使
用
に
加
え
、
鉄
砲
の
音
、

蛙
の
鳴
き
声
、
赤
子
の
泣
き
声
等
の
擬
音
の
出
る
道
具
も
、
こ
の
時
期
に
充
実

し
て
い
っ
た
。

・
宝
暦
三
年
十
二
月
十
八
日
「
傾
城
天
羽
衣
」
五
つ
目
大
切　

　

�

ト
思
ひ
入
有　

ト
向
ふ
の
紅
梅
に
鶯
囀
る　

枝
を
飛
交
ふ
仕
掛

�

（
第
九
巻
）

・
宝
暦
四
年
七
月
「
恋
飛
脚
千
束
文
月
」
三
ノ
口　

ト
鉄
砲
の
音
す
る
…

�

　
（
第
九
巻
）

・
宝
暦
六
年
二
月
二
十
日
「
け
い
せ
い
花
街
蛙
」
六
冊
目
大
切

　

�

ト
十
蔵
〔
元
就
〕
し
づ
〳
〵
降
り　

升
の
血
汐
を
眺
め　

子
役
〔
巳
之
助
〕

の
首
を
打
落
し　

袖
に
て
包
み　

思
ひ
入
有　

手
水
鉢
に
か
ゝ
り　

刀
に
水

懸
る　

蛙
鳴
く　

仕
掛
に
て
蛙
出
る�

（
第
十
巻
）

・
宝
暦
七
年
一
月
十
五
日
「
傾
城
里
大
集
」
五
つ
目

　

�

ト
思
ひ
入
有
て　

松
之
丞
〔
満
若
〕
を
引
抱
へ　

切
戸
口
の
内
へ
つ
い
と

入
る　

矢
張
り
ど
ん
ち
や
ん
に
て　

今
七
〔
弾
正
〕
井
戸
の
内
よ
り
姿
を

改
め
出　

呼
子
を
吹
く�

（
第
十
一
巻
）

・
宝
暦
十
年
二
月
三
日
「
け
い
せ
い
桟
敷
嶽
」
六
ツ
目

　

�

ト
吉
三
〔
は
る
さ
め
〕
せ
り
〳
〵
言
ふ　

鰹
か
く　

味
噌
摺
る　

色
〳
〵

有
べ
し　

此
内
始
終
ど
ん
ち
や
ん　

赤
子
泣
く　

良
き
時
分
に
衝
立
取
…

�

　
（
第
十
三
巻
）

い
ず
れ
も
初
出
は
宝
暦
期
で
、
以
降
も
頻
繁
に
台
帳
に
明
記
さ
れ
た
。
中
で
も

鉄
砲
の
音
は
、
宝
暦
か
ら
安
永
期
ま
で
に
二
十
九
回
を
数
え
る
。
こ
れ
と
共
に

煙
硝
な
ど
火
を
使
っ
た
演
出
も
多
く
な
り
、
併
せ
て
、
ど
ろ
〳
〵
や
せ
り
上
げ19

も
頻
出
し
て
ゆ
く
。
在
来
の
楽
器
を
使
用
し
て
象
徴
的
に
演
出
す
る
の
で
は
な
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く
、
リ
ア
ル
な
音
表
現
を
志
向
す
る
と
い
う
音
楽
演
出
の
時
代
的
な
変
化
は
、

作
品
の
内
容
の
変
遷
と
も
大
き
く
関
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
狂
言
作
者
ご

と
に
、
演
出
の
傾
向
な
ど
を
吟
味
し
て
ゆ
き
た
い
。
ま
た
併
せ
て
役
者
評
判
記

な
ど
か
ら
、
こ
う
し
た
音
の
演
出
の
変
化
に
対
す
る
見
物
の
反
応
も
確
認
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。

注

⑴　
『
皇
都
午
睡
』
三
編
下
の
巻
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）（
市
島
謙
吉
編
『
新
群

書
類
従
』
第
一
演
劇
、
一
九
〇
六
年
、
図
書
刊
行
会
、
七
三
三
～
七
三
六
頁

所
収
）。

⑵　

景
山
正
隆『
歌
舞
伎
音
楽
の
研
究
―
国
文
学
の
視
点
―
』、新
典
社
、一
九
九
二
年
。

⑶　
「
台
帳
」（
土
田
衞
執
筆
）（
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
日
本
古
典

文
学
大
辞
典
』
第
四
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
、
九
五
頁
）。

⑷　
「
概
説
」（
権
藤
芳
一
執
筆
）（
藝
能
史
研
究
會
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』

第
六
巻
歌
舞
伎
、
一
九
七
三
年
、
三
一
書
房
、
五
頁
）。

⑸　

歌
舞
伎
台
帳
研
究
会
編
『
歌
舞
伎
台
帳
集
成
』、
勉
誠
社
、
一
九
八
三
～

二
〇
〇
三
年
（
全
四
十
五
巻
）。

⑹　

な
お
、
景
山
正
隆
は
前
掲
書
の
中
で
、
宝
永
か
ら
元
文
に
か
け
て
の
十
作
品
に

つ
い
て
台
帳
か
ら
囃
子
名
目
を
作
品
ご
と
掲
出
し
た
。
し
か
し
以
降
の
作
品

に
つ
い
て
は
言
及
が
限
ら
れ
る
（
景
山
正
隆
「
上
方
の
歌
舞
伎
囃
子
」（『
歌

舞
伎
音
楽
の
研
究
』、
二
〇
九
～
二
一
〇
頁
））。

⑺　

拙
稿
「
上
方
歌
舞
伎
囃
子
方
の
諸
相
―
近
世
前
中
期
の
顔
見
世
番
付
に
基
づ
い

て
―
」（『
東
洋
音
楽
研
究
』
第
七
十
五
号
、
二
〇
一
〇
年
八
月
、
五
三
～

六
六
頁
）
参
照
。

⑻　

こ
の
こ
と
は
同
様
に
、
劇
書
の
囃
子
名
目
の
記
載
に
も
窺
わ
れ
る
。
寛
延
三
年

刊
『
新
撰
古
今
役
者
大
全
』
に
は
「
シ
ヤ
デ
ン
」
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、

宝
暦
十
二
年
『
歌
舞
妓
事
始
』
に
は
「
め
り
や
す　

ね
と
り　

ど
ろ
〳
〵�

天
皇
立　

神
楽　

一
声　

ぬ
め
り
」、
寛
政
七
年
『
役
者
時
習
講
』
に
は
「
か

い
る
の
な
く
こ
へ　

て
つ
ほ
う
の
お
と　

雨
車　

赤
子
の
泣
声
（
に
わ
と
り

の
こ
へ
）　

一
ツ
声　

所
知
入　

踊
三
味
線　

合
方　

在
郷
歌　

す
ご
き
合
方　

碪
拍
子　

天
王
立　

唐
楽　

下
り
葉　

管
絃　

騒
ぎ
歌　

白
囃
子　

し
や
ぎ

り　

半
鐘　

雷
声　

酒
宴
車　

大
小
入
謡　

江
戸
す
が
ゞ
き　

目
出
度
太
鼓　

遠
責　

引
流　

真
神
楽　

対
馬
合
方　

影
歌　

ぬ
め
り
歌　

地
歌
」
と
宝
暦

以
降
の
充
実
が
見
て
取
れ
る
。

⑼　

以
下
、『
歌
舞
伎
台
帳
集
成
』
引
用
の
囃
子
名
目
等
の
（　

）
内
は
、
基
本
的
に

原
本
表
記
。

⑽　
『
歌
舞
妓
事
始
』
に
「
又
亡ぼ

う
こ
ん

魂
な
ど
い
づ
る
と
き
。
笛ふ

え

を
吹ふ

く

事
あ
り
。
是
を
ね
と

り
と
い
ふ
。
本ほ

ん
が
く楽
に
ね
と
り
あ
り
。
則
是
也
。
太
皷
を
ど
ろ
〳
〵
打
事
ハ
物

す
ご
く
見
せ
る
一
義
也
。」
と
あ
る
。

⑾　

た
だ
し
、
実
際
に
笙
や
篳
篥
を
使
用
し
た
か
は
不
明
。
笛
等
で
擬
似
的
に
音
を

模
倣
し
た
可
能
性
も
あ
る
（
明
和
三
年
三
月
「
惟
高
親
王
魔
術
冠
」
で
は
、「
笙

篳
篥
」
と
「
笛
篳
篥
」
の
表
記
が
混
在
す
る
）。

⑿　

な
お
、
三
代
目
桜
田
治
助
が
書
き
残
し
た
『
拍
子
記
』
は
囃
子
名
目
を
列
挙
し
、
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江
戸
中
期
上
方
歌
舞
伎
の
囃
子
名
目
と
そ
の
用
法

拍
子
木
の
打
ち
方
等
を
記
し
た
書
だ
が
（
川
尻
清
潭
『
芝
居
お
ぼ
え
帳
』、
国

立
劇
場
調
査
養
成
部
・
芸
能
調
査
室
、一
九
七
八
年〈
歌
舞
伎
資
料
選
書
・
２
〉）、

台
帳
ト
書
の
音
楽
演
出
の
蓄
積
を
狂
言
作
者
が
備
忘
用
に
ま
と
め
た
も
の
と

解
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⒀　
「
清
掻
合
方
」（
平
野
健
次
執
筆
）（
平
野
健
次
他
監
修
『
日
本
音
楽
大
事
典
』、

平
凡
社
、
一
九
八
九
年
、
九
一
〇
頁
）。
な
お
、
こ
の
事
典
解
説
は
「
上
方
の

廓
の
場
面
に
は
「
踊
地
合
方
（
相
方
）」
を
用
い
る
。」
と
あ
る
が
、
当
該
期

の
台
帳
に
こ
の
用
例
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。

⒁　
『
芝
居
囃
子
日
記
』（
町
田
佳
聲
写
本
、
東
京
文
化
財
研
究
所
蔵
）。
翻
刻
は
藝
能

史
研
究
會
編
『
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
』
第
六
巻
歌
舞
伎
、五
四
七
頁
参
照
。

⒂　

本
水
は
台
帳
に
見
受
け
ら
れ
、
特
に
滝
を
本
水
で
演
出
す
る
こ
と
が
宝
暦
期
よ

り
行
わ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
宝
暦
十
三
年
二
月
二
十
五
日
か
ら
の
「
音
羽
山

恋
慕
飛
泉
」
第
一
の
幕
明
に
は
「
造
り
物　

清
水
寺
の
躰　

真
ん
中
に
舞
台　

石
壇　

下
座
の
方　

滝
本
水
也　

其
外
桜
林
…
」（
第
十
六
巻
）
と
あ
る
。

⒃　
「
独
吟
」（
竹
内
有
一
執
筆
）（
富
澤
慶
秀
・
藤
田
洋
監
修
『
最
新
歌
舞
伎
大
事
典
』、

柏
書
房
、
二
〇
一
二
年
、
一
六
五
頁
）。

⒄　

守
随
憲
治
・
秋
葉
芳
美
編『
歌
舞
伎
図
説
』図
四
〇
七（『
守
随
憲
治
著
作
集
』別
巻
、

笠
間
書
院
、一
九
七
七
年
、三
五
一
頁
。
安
田
善
次
郎
本
（
元
六
合
文
庫
蔵
））。

⒅　

拙
稿
「
歌
舞
伎
囃
子
方
の
東
西
交
流
―
宝
暦
期
か
ら
天
明
期
に
か
け
て
―
」（
京

都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要
『
日
本
伝
統
音

楽
研
究
』
第
十
号
、
二
〇
一
三
年
六
月
、
一
～
二
一
頁
）
参
照
。

⒆　

せ
り
上
げ
の
本
格
的
な
使
用
は
、
宝
暦
三
年
十
二
月
大
坂
大
西
芝
居
「
け
い
せ

い
天
羽
衣
」
の
大
切
で
、
並
木
正
三
の
工
夫
と
さ
れ
（『
役
者
時
習
講
』）、
宝

暦
期
だ
け
で
も
二
十
回
を
超
え
る
。

（
な
お
本
稿
は
、
科
学
研
究
費
補
助
金
（
課
題
番
号14J02941

お
よ
び16K

02246

）

の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。）
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【図版１】　『役者時習講』「雨車／本雨」（東京大学総合図書館霞亭文庫本）

【図版２】　『役者時習講』「楽屋はやし方の図」（東京大学総合図書館霞亭文庫本）
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A Study of the Musical Techniques of Kamigata Kabuki
in the Middle Edo Period:

Based on Analysis of “Kabuki Daichō Shūsei”
and the Theater Guide Books

MAESHIMA Miho

The purpose of this study is to examine the musical techniques of Kamigata Kabuki in the middle 

Edo period by investigating “Kabuki Daichō Shūsei” from Hōei 7 to An’ei 9 (1710-1780), in compari-

son with the theater guide books of the time. 

Through my investigation, I found out that, while about 100 musical techniques named 

Hayashi-myōmoku were observed by 1750, their number increased dramatically thereafter: 250 new 

musical techniques appeared after 1751. Moreover, not only the varieties of instruments, for instance 

mokugyo, conch, and bell used in Kamigata Kabuki theaters increased, but also the new sounds, in-

cluding the sounds of a gunshot, frogs’ chorus, and a baby’s cry, were adopted after 1751. It means 

that the manner of musical effects in Kabuki plays changed gradually into more realistic sounds, add-

ing new musical techniques to the basis of Noh instruments and Shamisen music. Besides, I examined 

the first appearances and transitions of musical techniques such as Sugagaki, Zen-no-tsutome, and 

Tōgaku.

The musical techniques used in Kabuki demands further detailed investigation, including the analy-

sis of the theater audience’s tastes and the patterns of musical effects preferred by each playwright.


